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令和８年度大学入学時奨学生募集要項
大学入学準備に必要となる学資に充てるための奨学金です。
大学卒業後１年以内に青森県内に居住・就業（公務員を除く）し、
３年経過すると願い出により返還免除が受けられます。

公益財団法人青森県育英奨学会
１　趣　　　　　旨

　本会の大学入学時奨学金は、学業、人物が優れているにもかかわらず経済
的理由により修学が困難な学生に対して貸与し、もって本県並びに国家社会
の発展に貢献しうる人材の育成に寄与することを目的としています。

２　採　用　人　員　　　　　　　３０名

３　出　願　資　格
　次の(１)〜(５)のすべてに該当し、申請時に高等学校又は高等専門学校に
在学する場合に申込みができます。

（１）　保護者が青森県の住民であること。
（２）　令和９年４月、大学（通信制・短期大学を除く。）の第１学年に入学見

込みであること。
（３）　学業、人物ともに優秀で、かつ健康であること。
（４）　生活保護受給世帯若しくは市町村民税所得割非課税世帯又は児童養護
　　　施設等入所者であること。
　　　　なお、以下の事由により家計が急変し、市町村民税所得割非課税世帯

相
・
当
・

と判断される場合は、事由が発生したときから１年以内に限り対象
とする。

①　生計維持者が死亡
②　生計維持者が事故又は病気により、半年以上、就労困難
③　生計維持者が失職（倒産、退職勧奨、事業主からの働きかけ等によ

る退職）
④　生計維持者が震災、火災、風水害等により就労困難等

（５）　大学出願用調査書の「全体の評定平均値」がおおむね４.０以上
　　　　ただし、児童養護施設等入所者及び青森県、市町村が実施するひとり

親・生活困窮者対象学習講習会事業参加者の場合は、３.５以上

４　奨学金の額及び貸与方法（交付時期）
（１）　奨学金の額は、１０万円を単位とし、６０万円以内で奨学生自身が必要

とする金額を選択します。
（２）　奨学金は、令和８年10月から令和９年３月までの間に、大学の合格通

知書（写）の提出などの所定の手続き後に、奨学生名義の預金口座に振
り込みします。

５　提　出　書　類
（１）　大学入学時奨学金申込書（在学する学校にあります。）
（２）　大学出願用調査書（在学する学校で発行します。）
（３）　最近の所得課税証明書等（本人と同一生計のうち収入のある者全員と

連帯保証人２名それぞれの給与収入額又はその他の所得額、所得控除
額、所得割金額等が明記してあるもの：住所地の市町村役場で発行して
います。）

（４）　生活保護受給世帯…「保護開始（変更）通知書」の写し、「生活保護受
　　　　　　　　　　給証明書」の写し、「所得課税証明書」原本

（５）　家計急変の事由による申込の場合、「大学入学時奨学金 案内書」（P.７） 
を確認の上、提出書類を準備ください。

　※　学校及び本会が、推薦又は選考のため、他の書類を求める場合があります。

詳しくはこちら



６　申　込　方　法
　「大学入学時奨学金申込書」に所要事項を記入し、添付書類とともに在学
する学校へ、同校が指定する期日までに提出してください。

募　　集　　期　　間 採用者数 採用予定時期

第１次
募　集 令和８年　７月１３日〜令和８年　９月１０日 ２０人

程　度 １０月

第２次
募　集 令和８年　９月１１日〜令和８年１２月１０日 １０人

程　度 　１月

※　１次募集に申込した者の中で採用されなかった者については、自動的に２次募集の
選考対象とするため、再度の申込は要しません。

７　奨   学   金   の   返   還
（１）　大学卒業後１年以内に青森県内に居住、就業（公務員を除く。）してか

ら３年を経過すると願い出により返還を免除することができます。
（２）　（１）以外の者は、大学の最短修業年限終了後又は退学した月の翌月

から起算して１年を経過した後、８年の間に全額を返還していただくこ
とになります。

（３）　利子は無利子です。
（４）　返還方法は、年賦、半年賦、月賦等の割賦のいずれかになります。

《　返 還 の 例　》　　　　　　※（　）は最終回に返還する金額

貸与額 返還
年数

月賦の場合 半年賦の場合 年賦の場合
金 額 回数 金 額 回数 金 額 回数

400,000 円 8年 4,166 円
（4,230 円） 96回 25,000 円 16回 50,000 円 8回

600,000 円 8年 6,250 円 96回 37,500 円 16回 75,000 円 8回

８　連帯保証人２名（未成年者を除く。）
（１）　第一連帯保証人

ア　奨学生が未成年者の場合
　　奨学生の親権者（父母）又は後見人で、青森県内に住所を有する者。
イ　奨学生が成年者の場合
　　奨学生の父母兄姉又はこれに代わる者で、青森県内に住所を有す

る者。
（２）　第二連帯保証人

　奨学生及び第一連帯保証人と独立の生計を営み、原則として奨学生
の４親等以内（父母を除く）の親族で、６５歳未満の保証能力（年収
１００万円以上）のある者。
◇奨学生または第一連帯保証人と、第二連帯保証人の住所が同じである

場合、原則として同一生計とみなすため、条件を満たす他の方を第二
連帯保証人に選んでください。

　※　本人、第一連帯保証人、第二連帯保証人は、奨学金の返還について等し
く責任を負います。

９　選　　　　　考　　　学力・人物・家計の総合判定（書類審査）
10　問い合わせ先　　　在学する学校へお願いします。

　大学入学時奨学金は、実習費や学用品費、住居移転費用など、大学入学時に必要
となる学資等に充てられるよう、高校在学中（大学合格決定時）に一括交付となる
貸与型の奨学金です。
　申込後あるいは奨学生として採用決定したあとに奨学金を必要としなくなった場
合は、届出により奨学金を辞退することができます。大学に入学する前の費用に不
安がある方は、ご家族と相談したうえで申込みされることをお勧めします。

〒030‒8540 青森市長島一丁目１番１号 青森県教育庁教職員課内　公益財団法人青森県育英奨学会


